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　第一回は、あの時事故がどうおこったのか、わから
ないことは何かを当室研究員、上澤千尋が講演した。
　3月11日14:46、モーメントマグニチュード9.0の東
北地方太平洋沖地震が起こった。この地震とその後の
津波により、電源と冷却装置を喪失した福島第一原発
では、運転中の1，3号炉で炉心溶融と水素爆発、２
号炉で炉心溶融とガス爆発が起こった。また点検停止
中の4号炉では、3号炉からのガスの流入により、火
災と水素爆発がおこった。そして、環境中に大量の希
ガス、ヨウ素、セシウムなどが放出された。
　格納容器や圧力抑制室の損傷の経緯など、わから

ないことだらけの中で、周辺の線量上昇とサイト内で
の出来事との関係性もそのひとつだ。
　福島第一原発の周りの放射線のモニタリング施設
が図1に示されている。右側は東京電力が設置してい
るモニタリングポスト、左側は福島県が設置している
モニタリング施設の位置を示している。東京電力のモ

ニタリングポストは、事故
直後電力供給が止まり、
常設の物が使えなくなった
ものがあるが、直接その
地点に行き計測したデータ
が残されている。それらの
データと、福島県の施設の
うち、丸で囲われた７地点
のデータを重ね合わせたも
のと、サイト内で起こった
出来事を照らし合わせるこ
とで、まだ解明されていな
いことはなになのかが考察
された。

第一回第一回
「福島原発事故「福島原発事故
わかったこと、わかったこと、
わからないこと」わからないこと」

（講師　上澤 千尋 原子力資料情報室）

3月11日をひかえた2月、原子力資料情報室は連続ウェビナーを開催した。
全4回のウェビナーでは質疑応答でも幅広く意見が交わされた。

講演内容の一部とそこでの議論も交えてお伝えする。

連続ウェビナー報告  連続ウェビナー報告  「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」

＜アーカイブ視聴・資料ダウンロード＞
第一回　福島第一原発事故原因 わかったこと、わからないこと（上澤 千尋）
https://youtu.be/vgaY80ln__s

●第一回
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第二回第二回
「福島第一原発の廃炉と放「福島第一原発の廃炉と放

射性廃棄物の拡散」射性廃棄物の拡散」

　まず、福島第一原発が作られる以前から現在まで
の写真を見比べ、事故によって汚染されたのは、たく
さんの人が住み、暮らしがある生活の場だということ
を再確認した。事故による広範囲の住民避難と放射
能汚染の可能性は、社会にとって受け入れ可能なリス
クなのか？あれから15年が経ち原発回帰が進む中、
改めて考えられねばならないことである。
　そのうえで、第2回は廃炉には様々な課題がある中
で、総論的な廃炉スケジュールについての講演だった。

　1－4号機とサイト内の事故後の状況、廃炉作業を
進めるための対策や処置、作業の進捗状況、放射性
物質の漏えい、労働者被ばくなどの問題点や懸念点
などが、豊富な資料を使って丁寧に説明された。そ
して、放射性廃棄物、廃炉費用、デブリ取り出しの
３つの問題が指摘された。
　廃炉にあたってつくられた中長期ロードマップは事
故から30－40年後に廃炉を完了するスケジュールを
立てている。
　現在は第3期で、1－4号機ではこれまでに3、4号
機で使用済み核燃料の取り出しが完了し、2号機から
0.9gの燃料デブリが2回の試験的取り出しにより、採
取された。すでに、様々な遅延が生じているが、ここ
から先、より厳しい工程が待ち構えており、2041－
51年に完了するというのは合理的とは思えない。
　スリーマイル島原発（TMI）でのデブリ取り出しの
場合、133トン中132トンの採取可能なデブリの取り
出しを5年で完了した。福島第一には約880トンの
デブリがあると推定されている。TMIと違い水をた

　1号炉から4号炉それぞれに、地震発生からの出来
事と事故に至る経過を作業記録や採取されたデータか
ら時系列で詳しく振りかえった。（図２）
　3月11日の地震発生後、原子炉は自動停止、直後に
外部電源を喪失。自動起動した非常用ディーゼル発電
機2台も、第2波の津波の到達前に停止し、全交流電
源と海水冷却系の機能が失われた。その後、津波の
到達により直流電源盤が被水、完全に電気が途絶え
た。原子炉水位が確認できなくなり、16:36原子力災
害特別法第15条該当事項発生が通報された。原子炉
内の水位を保つための注水操作などが試みられていた
が、21:51には原子炉建屋内の放射線量率上昇のため、
建屋の入域が禁止された。23:00にはタービン建屋内
での放射線量率の上昇が報告された。この時点では、
まだサイト内のモニタリングポストでも線量の上昇は
みられない。
　12日の午前中に格納容器ベントを開始するが、それ
以前にサイト内、そして新山の観測地点での放射線量
率の上昇が確認できる。おそらく、この時点で既に燃
料の損傷が起きており、放射性物質が格納容器と建屋
をすり抜けて放出されたと思われる。ベントとは関係な
いように見える上昇も見られるが、理由は解明されてお
らず、これらのデータをもとに、丁寧な事故調査が求
められる。また、時間帯によってはサイト外でサイト内
よりも高い線量が記録されていることがわかる。2回
目のベント後には新山や上羽鳥で高い線量が計測され
ており、放射性物質が北西に向かっていた事が分かる。
避難経路をかんがえると、事故初期の被ばくにかなり
の見落としや見過ごしがあったのではないかという懸
念がある。放射線量率の推移に基づいた調査が、健康
被害の面からも行われることの必要性が指摘された。
　質疑応答では、現在、海側に流れた放射性物質の
観測が困難であること、的確な避難対策を迅速に行う
ためにも、SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネット
ワークシステム）のようなシステムの自治体への浸透
の必要性などが議論された。

（講師　松久保 肇　原子力資料情報室）

連続ウェビナー報告  連続ウェビナー報告  「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」

＜アーカイブ視聴・資料ダウンロード＞
第二回　福島第一原発の廃炉と放射性物質の拡散（松久保 肇）
https://www.youtube.com/live/AETAvnXhk-g

●第二回
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めることができず、より困難な作業となるが、11年と
される通常の原発の解体スケジュールを想定した時、
TMIでの1日平均採取量85kgをはるかに上回る
160kg以上の取り出しが必要となる。作業に伴う被
ばくをどう抑えるかも大きな課題である。
　また、採取後のデブリの保管場所確保を理由の一
つとして、ALPS処理水の海洋放出がおこなわれてい
ることも問題である。処理水貯蔵量は現在125万トン。
海洋放出ペースによって完了時期が変わるが、現在の
年間処分量22兆ベクレルの場合、2053年まで放出
が続くシミュレーションとなる。
　この放出に伴い大量の放射性物質が海に放出され
ていることがデータで分かる。本当に放出して良かっ
たのかということも改めて議論されるべきである。
　廃炉費用の問題もある。現在東電が積み立ててい
る廃炉費用の8兆円には、デブリ取り出し後の費用
は含まれていない。
　福島第一の廃炉によって、行き場の決まっていない
低レベル放射性廃棄物780万トンが発生する。これ

は世界中の原発の解体で生じる廃棄物の量を上回る。
（図3）通常の原発解体時の費用から考えると、低レ
ベル放射性廃棄物の処理だけでも、23.8兆円は必
要となる。これを誰がどのように負担するのかもきち
んと議論する必要がある。

　原子力学会が示した4つの廃炉のシナリオがある。
（図４）そこからは、廃炉作業は100年から数百年に
及ぶ事業だとわかる。現在使われている即時・全撤去
のシナリオでも、サイトが別用途に使えるようになるに
は100年以上の時間がかかる。安全貯蔵・部分撤去の
シナリオでは、低レベル放射性廃棄物処分施設の管理
期間と同様の300年程度が想定されている。
　2051年までの廃炉完了が現実的に不可能であるこ
とは分かっている。そして、この土地が100年後まで
利用不可能なこともわかっている。そのなかで、30－
40年で撤去するという現在のスケジュールや方法を見
直す局面にきている。
　たとえば、デブリ取り出しは当面難しいと思われる。
ただ、時間が経てばたつほど、放射性物質が半減期
をむかえ線量が下がっていくという自然の法則はある。
2051年完了にとらわれず、100年くらいのスパンで考
えたとき、デブリ保管場所の確保の必要性、そして汚
染水の海洋放出についても見直すことができるのでは
ないか？
　また、廃炉費用についても、2051年までの30兆円
を超える費用負担は不可能だとしても、100年後を目

標としての時間軸でならば、何とか
可能かもしれない。
　質疑応答では、廃炉作業により
排出される放射性物質や廃炉費用に
ついてのほか、想定されている廃炉
の最終的なイメージや何のために行
うのか、現実的な廃炉方法、または
核物質拡散を防ぐ方法は何か？など
が議論された。　　　　（髙桑 まゆ）

連続ウェビナー報告  連続ウェビナー報告  「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」「東京電力福島第一原発事故から15年　私たちの課題は何か」
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